
分科会の進め方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13：30～13：35

小学校の空き教室を活用した「地域交流スペース」から
広がるスクール・コミュニティ

13：35～14：05

市川　恵（島根県益田市）益田市立豊川小学校　社会教育コーディネーター

、lそ成27咋度からコミュニティ・スクープレ方式が採Jllされ、地域と学校の交流空間として、空き教室を清川した「地

域交流スペース」が設けられることになった。また28咋度には「社会数百コーディネーター」が配旧された。この地区
には、保百聞、中学校、l上1治会、公民館、艮′1：・兄童委‖などで椚成する√百て支援組織：代封目地1ズつろうてt鋸議会」や、

小高／1ミグプレープ：「とよかわわっしょい！！」が存在していたので、3者は協力してスペースの改装に新手した。改装
の中身とやり方は合議で決めて行った。テーブルも椅√も手づくりとし、「高生たちは地元企業の指導を得て壁紙の

張り替えを行なった。時間をかけ、たくさんの人が関わりながらこの場をつくってきたことで、「みんなのスペース」
となって行った。次の課題は人々の意見を聞きながら活用の中身を紡いで行くことである。

ゆめ・ひと・まちづくり「浦添市てだこ市民大学」
～単位制のまちづくり人材育成と学習成果の地域還元～ 14：10～14：40

石坂　ひとみ（沖縄県浦添市）浦添市教育委員会生涯学習振興課　課長

市民ノぐ芋は、、卜成20咋関学。二つの目標の同時速成を目指している。人材自戒と学習成果の地域還ノ亡である。
修学は2か年、単位制で、「学業研究発表」の場も設定されている。授業料は巾内在住者2万日、市内通勤者2ノ了5
千円、4学都制（コミュニティビジネス・地域振興学部、健康福祉・スポーツ振興学部、文化振興・教養学部、地
域・学校支援学部）で、各学部の定員は15名。修学には「地域参加活動の実践を義務づけたまちづくり施策を組
み入れている。本人のやり叩斐・学習成果の向卜はもとより、卒業生による地域活動、ボランティア活動の活性

化、行政との協働、行政への協力などの成果を′1三んでいる。

ティータイム　　　　　　　　　14：40～15：05

「先生、菰プレするんですか？」
～教育プログラムを取り入れた児童クラブ（学童保育）の子育て支援の可能性～ 15：05～15：35

大村　恵子（福岡県飯塚市）穂波乗児童クラブ　副主任

平成27年度から菰m児童クラブは、隣接する菰l二日小学校と連携した取り組み「菰lJlプロジェクト」を開始。そ
の中で児童クラブ独lJlの取り糾みとして新たに集卜椚舌助（教百プログラム）を取り入れ、菰llけレイズ（菰プレ）

と命名、新しい試みにチャレンジしている。菰Il1プレイズは、体力、耐性の向l二をめざし、学校の協力を得て学童

保百の′l三溝のLトいこ、運動と学習につながる遊びを位甚づけたものである。女性の社会参Il巧がますます椚如し、児
童クラブの必然性を考えれば、学校と兄亜クラブの教百的な辿携は、f百て支援の11J能性を広げるものである。

「校長」から「避難所所長」へ
～地震被災者支援に社会教育手法で対応する広安西小避難所～ 15：40～16：10

井手　文雄（熊本県益城町）益城町立広安西小学校　校長

自然災書時、学校は突然「避難所」に要害する。学校名の石板を指員った避難所では校長への期待も人きく責任
も重い。その時大師こした基本精神は、第1に住民の′仁清・生命維持（トイレ、食車、最所）、第2は衛生状態の
保持、第3は児童のストレス軽減、第4は職員の負担感軽減であるこ．ヒ．記のためには避難者、児軋　支援者などを
win－Winの関係に繋がなければならない。（状況の正確な把相がカギになる。状況を．記録し、安否を確認し、意見

や要望を傾聴し、他音の力を椚り、連絡や調整を一本化し、マスコミなど世間の力む清川する。）活用可能な貿源
の清川に挑み続けた。放課後√ども教室を開．没して、関係宵の居場所と女心とイ川J感を創り得たのも状況を分析、
見開した結果である。支援のキーワードは「安心感の創造」であり、「村応の公、l丹生に臓ると即什性・決断力」で
あり、「コーディネートカの発揮」であった。教職員の特性ともいえる「カウンセリング・マインド」は、避難者
支援に人きく貢献した。


